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令和２年度中野市子ども・子育て会議 会議録 

 

日 時  令和３年３月 23 日（火） 午後６時 30 分 ～ 午後８時 20 分 

会 場  市民会館 41 号会議室 

出席者  （委員）18 名 

池田純子、小林光、宮本芳江、土屋まゆみ、湯本美奈子、大西清美、 

小野沢伸二、古川千恵子、井出英樹、桑山洋子、半田正樹、 

片所年子、清水みどり、矢岡太一、土屋明子、北沢早織、 

二タ村裕介、髙木学 

 

欠席：峯村恵、小栗裕子、伊藤勇、吉原恵美子、杉浦宏子、 

   江森秀穂、片桐ひとみ（順不同 敬称略） 

      （事務局）11 名 

         子ども部長、子育て課長兼子ども相談室長、保育課長 

         子育て課長補佐、保育課長補佐、子ども相談室長補佐 

         青少年未来係長、施設係長、子ども支援係 

          

１ 開 会 

 （子育て課長） 

   本日は、お忙しい中、ご出席を賜りまして誠にありがとうございます。 

   定刻になりましたので、ただいまから「中野市子ども・子育て会議」を開会いた 

  します。 

   私は、本日の進行を務めます子育て課長の神田と申します。よろしくお願いいた 

  します。 

   なお、中野市子ども・子育て会議条例 第５条の規定により、委員数 25 名中 18 

    名の出席がありますので、本日の会議は成立いたします。 

   子ども・子育て会議に先立ちまして、委員の皆様に委嘱状をお渡しいたします。 

   委嘱状でございますが、大変恐縮でございますが、お手元にお配りさせて頂きま 

  したのでご了承願います。 

   任期につきましては、７月１日からの委嘱となっております関係で、市長名が前 

  市長の名前になっております。ご承知願います。 

   それではこれより、子ども・子育て会議を開会いたします。 

   まず最初に、子ども部長よりごあいさつ申し上げます。   

         

２ あいさつ 

 （子ども部長）  

改めましてこんばんは。 

本日は、本会議にご出席頂き誠にありがとうございます。 

私は、子ども部長の小林と申します。 

開会に先立ち一言ごあいさつを申し上げます。 

春の日差しが少しずつ感じられる季節となって参りました。 

緊急事態宣言がこの 21 日で解除されたとはいえ、連日コロナウイルス感染症の 
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発生状況が報道で流れております。 

振り返ってみると、昨年のちょうど今頃、関東（首都圏）・関西での感染者が増 

  加し、東京では３月 25 日に週末の外出禁止、４月７日に７都道府県を対象に５月 

  ６日までの緊急事態宣言を発令し、４月 16 日にはその対象を全都道府県へ拡大し 

  ました。 

   そして、３月 29 日にはタレントの志村けんさんがお亡くなりになるという、衝 

  撃的なニュースがあって以降１年が過ぎようとしていますが、まだ終わりが見え 

  て来ない状況でございます。 

   本市においては、子ども・子育て支援新制度に基づき令和２年度に第２期中野市 

  子ども・子育て支援事業計画を策定し、コロナ禍でもできる限りの様々な子育て支 

  援施策を実施しております。 

   この事業計画につきましては、子ども・子育て会議を活用し策定した後も継続的 

  に実施状況の点検・評価・見直しを行っていくことが求められておりますので、本 

  日の会議で委員の皆様からのご意見をお聞かせいただく場とさせて頂きました。 

   またそのほかの協議として保育所の関係では、２月に中野市保育所あり方検討 

  懇話会から提言書をいただき、現在中野市保育所整備計画（案）の策定作業を進め 

  ておりますが、その説明と子育て支援拡充のため来年度から新たに取り組む事業 

  についてご説明をさせて頂きます。 

   11 月 23 日に湯本新市長が就任され、子育てに力を入れ選ばれる中野市にした 

  いとおっしゃっております。 

   このコロナ禍でも安心して子育て・子育ちができる中野市となるよう努めて参り 

  ますので、委員の皆さんにもご協力して頂きますようお願い申し上げ簡単ではご 

  ざいますがあいさつとさせて頂きます。 

   本日はよろしくお願いいたします。 

 

（子育て課長） 

   次第３の協議事項に入る前に、本日初めての顔合わせになります。   

   事務局より委員の皆様をご紹介させて頂きます。 

   お名前をお呼びいたしますので、お手数ですが、ご起立頂ければと思います。 

 

（紹介）        

    

   ありがとうございました。 

 

  それでは、協議事項に入ります。 

 

３ 協議事項 

 

≪子育て課長が進行≫ 

（１）会長・副会長の選出について 

 

（子育て課長） 

  会長・副会長の選出についてですが、中野市子ども・子育て会議条例 第４条の 
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 規定により「会長及び副会長は、委員の互選による」となっております。 

    選出方法につきまして、委員の皆様からご意見を伺いたいと存じます。 

なお、会議次第の裏面に委員の皆様の名簿を掲載してあります。 

   いかがでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

   ご意見等ないようですので、事務局案をご提案いたします。 

  

  会長に片所様、副会長に古川様をお願いしたいと存じますが、いかがでしょうか。 

 

（ 委員から同意の拍手 ）      

      

  ありがとうございます。        

    

   委員の皆様にご承認頂きましたので、会長に片所様、副会長に古川様をお願いし 

  たいと存じます。         

   

   片所会長様、古川副会長様、前の席へお願いいたします。   

         

（ 会長、副会長、前の席に着席 ）     

       

   それでは、お二人から着任のご挨拶をお願いします。    

 

（片所会長） 

   ただいま、会長を仰せつかりました片所です。     

   会長という大役を仰せつかりましたが、委員の皆様とともに任務を全うできます 

  ようご協力をお願いいたします。       

     

（古川副会長）  

ただいま、副会長という大役を仰せつかまりました。会長とともに進めていきた 

  いと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

（子育て課長） 

 ありがとうございました。 

 中野市子ども・子育て会議条例 第５条の規定により、会議の議長は会長が務め

ることになっておりますので、片所会長様にお願いしたいと存じます。 

   それではよろしくお願いいたします。 
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 （２）第２期中野市子ども・子育て支援事業計画の点検・評価について 

 

（片所会長） 

   それでは、協議事項（２）第２期中野市子ども・子育て支援事業計画の点検・評

価についてに入ります。 

事務局から説明をお願いします。 

       

 （事務局）子育て課長補佐説明 

   皆様のお手元に追加で資料を置かせて頂きました。 

   事前に資料をお送りいたしましたが、評価の方のＡ・Ｂと書いてある資料の方に 

  ページ番号が振ってありませんでしたので、わかりやすくさせて頂くためにペー 

  ジ番号の入ったものを置かせて頂きました。また計画の方は事前に送らせて頂いて

います。 

   計画とページ番号の入った点検評価の資料で、説明させて頂きたいと思いますの 

  でよろしくお願いします。 

   それでは、第２期中野市子ども・子育て支援事業計画の点検・評価について、説 

  明を始めます。 

   子ども・子育て支援事業計画については、先程子ども部長からもお話がありま 

  したが、教育・保育・地域の子育て支援を総合的に推進するようにということで、 

  子ども・子育て支援法第 61 条の規定に基づく計画となっております。 

   市では、平成 27 年度から平成 31 年度までの第１期、そして昨年度にこの会議の 

  中でご意見を頂きながら作成した令和２年度から令和６年度までの第２期子ど

も・子育て支援事業計画があります。 

   今回はその初年度ということで、実施してきたものについての点検と評価をお 

  願いいたします。 

   では、点検と評価の資料をご覧頂いて、この資料には令和２年度の実績と評価 

  をまとめさせて頂いております。 

   事業名、施策の内容、令和２年度実績、評価、課題・今後の方向性、そして担当 

  課の順になっていますのでご覧ください。 

   また評価につきましては欄外にＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄとあり、Ａについては予定通り又

は予定以上に進捗している、Ｂについては遅れている、Ｃについては取組が進んで

おらず成果はなかった、Ｄについては廃止・組替えと評価させて頂いておりますの

でご覧ください。 

   計画の方をご覧ください。計画の 42 ページですが、ここでは第２期子ども・子 

  育て支援事業計画の体系ということで、基本理念を子どもの健やかな成長をみん  

  なで支え、安心して子育て・子育ちのできる中野市ということを理念において、基 

  本目標を立ててきました。 

   目標については１から５まであり、それぞれの施策を右のページに掲げておりま

す。この施策に沿っていろいろな事業が展開されているわけですが、それ毎に評価

の方を行っています。 

   それでは、点検・評価の方をご覧ください。基本目標、施策、取り組んでいる事 

  業について評価させて頂いています。 

   まず基本目標１、健やかに生み育てる環境づくりということで、１ページから５ 
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  ページまで事業を載せてあります。こちらは、健康づくり課の母子保健係が中心と 

  なって事業を進めているところです。 

   評価につきましては、Ａ評価ということで評価させて頂いております。妊婦健診 

  関係から、出産、新生児・乳幼児関係の健診等が主にあります。 

   次に６ページをご覧ください。基本目標２、子育て家庭を支援する体制づくりに

ついて施策を載せさせて頂き、それぞれ事業の評価を行っております。６ページか

ら 12 ページまでがこの基本目標２になります。 

   こちらについては、子育てを支援するための子育て支援センター、ファミリーサ 

  ポート、ショートステイなど主に子育て課が担当しています。こちらの方の評価も 

  Ａ評価とさせて頂いております。 

   次に 13 ページをご覧ください。基本目標３、豊かな子ども時代を過ごすための

社会づくり、13ページから15ページまでがこの基本目標の事業になっております。

こちらは、子どもの権利を尊重するというところで、主に虐待予防、青少年対策な

どの内容が入っております。 

   子ども相談室・子育て課が主な担当になっており、こちらもＡ評価とさせて頂い 

  ております。 

次に 16 ページからの基本目標４をご覧ください。次代を担う心身ともにたくま

しい人づくりというところで、16 ページから 22 ページまでを評価させて頂いてお

ります。 

   こちらについては、小中学校、青少年の関係も含まれてきており、学校教育課 

  または子育て課が主に事業を展開しています。こちらにつきましても、Ａ評価にな 

  っております。 

   次に 23 ページをご覧ください。基本目標５、子どもと子育て家庭にやさしいま

ちづくりとなっており、遊び場だったり公共施設等の整備等を事業として行ってい

ます。主に環境や防犯というところで市民課、人権・男女共同参画課、福祉課が事

業を行っています。こちらもＡ評価とさせて頂いております。 

   今年度は、新型コロナウイルス感染症の関係で実施の予定で進めていた事業もや 

  むを得ず中止となってしまったものが多かったです。やらなかったというわけでは 

  なく、出来なかったもしくは中止になったということで、規模を小さくしたり、感 

  染症対策を行い工夫しながらの実施が多かったです。 

   その部分では、後退というよりはＡとして現状を維持させて頂き、できる範囲で 

  事業をやらせていただいたということでＡ評価とさせて頂いております。 

   来年度も引き続きこれらの事業を推進し、または充実させていきたいと思ってい 

  ます。以上です。 

 

 （片所会長） 

 ただいま、事務局から説明がありましたが、ご意見ご質問等ございましたら、挙 

手にてお願いします。         

 

 （委 員） 

   去年できなかったと思いますが、全部Ａというのは心配です。 
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 （子育て課長補佐） 

   全部Ａということで、できなかった部分もあった。コロナウイルスの関係で中止 

  した、計画まではしたがということで評価させて頂きました。 

 

 （委 員） 

   コロナウイルスでなかったら、もっとスムーズにいっていたということでよろし 

  いでしょうか。 

   そうなると今年も心配ですね。 

  

（子育て課長補佐） 

感染予防等十分に気を付けながら、できるところで工夫しながら事業を進めてい 

  きたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

（委 員） 

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの評価項目の内容は、国の方で決まっているのですか。 

予定通り、Ｂの遅れているの間がすごくあるような気がします。 

Ｂ・Ｃ・Ｄはほとんどあまり良くないということで、学校評価の場合もＡがすご 

  く良くて、Ｂがだいだい、Ｃがまあまあみたいな感じで、５段階になっています。 

 

（子育て課長補佐） 

他の市町村を見ても必ずこうしなさいというものはないが、市の方では政策情 

  報課の総合計画や、まち・ひと・しごと創生総合戦略で、同じような事業を進めて

いる評価がありましたので、そちらを参考にさせて頂きました。 

 

（委 員） 

今、会長が言ったように説明があったので、コロナだから出来ないこともあった 

  ということですが、これがホームページ等に載って全部Ａ評価ということで、予定 

  通りかつ予定以上に進捗している感じで、市民が見た時疑問に感じると思います。 

   もし評価の基準があるのなら、ＡとＢの間が少しあってもいいかなと思うので、 

  また検討して頂ければと思います。 

 

（子育て課長） 

ありがとうございます。 

この評価の指標につきましては、今年度は初年度ということで事務局の方でこう

した指標を作りました。この場で出たご意見等を頂きながら、今後修正していきた

いと考えていますのでよろしくお願いいたします。 

 

（委 員） 

私も最初、みんなＡでいいのか、計画してもなかなか上手くいかないというのが、 

  このご時世だと思いますが、そこのところを市民にどうアピールするかを含めて是 

  非検討して頂ければと思います。 
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（委 員） 

一点要望ですが、今回の評価に驚きました。実績報告は行った（配布を行った） 

  とか、それで評価がＡになっている。 

目標に対してどうだったのか。取り組みを行ったのであればどのくらいの人数 

  で、それに対して何％達成されたのか、具体的な数字がないと一般企業ではＡに 

  はならない。 

  

（子育て課長） 

今頂いたご意見のとおり、今後数値と比較した中で実績報告等をしてまいりたい 

  と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

（片所会長） 

よろしいでしょうか 

 

（委 員） 

  はい 

 

（子ども部長） 

  委員の皆さんのご意見はごもっともだと思います。これを見るとコロナの中で事 

 業を計画したものは、最低限やらせていただいたが、事業をやらなかったわけで 

 はなく、やったということでＡ評価になっているものがあります。 

  目標は何回やるのか、そういった中の実績は何回で、何％しかできないから、Ａ 

 とかＢという評価でないとダメだということでございますので、全面的に中を見 

 直しないとＰＤＣＡができてこないと思うので、そのところは事務局でしっかり 

 検討していきます。 

 

（片所会長） 

よろしいでしょうか 

 

（委 員） 

ＰＤＣＡだけでは十分ではないので、ＫＰＩを取り入れて、合わせ技でやって欲 

  しい。ＫＰＩを意識して欲しいです。 

 

（子育て課長） 

  ＫＰＩも指標の中に入れて、評価していきたいと思います。 

 

（委 員） 

ＫＰＩとは何でしょうか。皆さんに説明してください。 

 

 

（子育て課長） 

  目標に対する成果の指標です。 
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（委 員） 

わかりました。 

 

（委 員） 

先程から出ている評価ですが、やったことでＡという評価になっていますが、実 

  際評価したのはやった人たちだと思うのですが、それを実施して市民の方からど 

  んなふうに感じて良かったと思ったのか、こうして欲しいとか具体的な声は難し 

  いとは思うのですが、そういうのを聞いて今後の方向性が見えてくるのかなと思 

  いますので、そこら辺が具体的になればいいかなと思います。 

   そんな声を拾って欲しいかなと思います。 

 

（子育て課長） 

今、頂いたご意見を参考にして今後取り組んでいきたいと思います。 

 

（委 員） 

何かそんな声は聞こえてきましたか。 

 

（子育て課長） 

今年度につきましては、特に市民の声というものは伺ってはいないという状 

  況です。 

 

（委 員） 

市が進めたものについて、市が評価するというのは本来ではないと思います。 

そういう意味では、市民の方たちに今年はどうだったかという問いかけも必要だ 

  ったのではないかなと思っています。 

   是非、そういうことを５年の間にしていければいいのかなと思います。 

 

（子育て課長） 

今後、市民の皆様の声を政策に反映させていきたいと思います。 

 

（委 員） 

今、市民の皆さんの声を反映したいと言われましたが、それをやりますと今簡単

に言いましたが、それはすごく大変なことです。 

   幼稚園も保護者の方にみんな書いてもらっていますが、この評価する内容を説 

  明して解ったうえでないと、自己評価に対して関係者評価はできない。 

   その内容を説明する場を作らなくてはならないので、そこまでしなくてもいいの 

  でないかなと思います。 

   ここに子ども・子育て会議の委員がいるので、評価委員にして、最初に説明して

自己評価はこうだけど、関係者評価はどうだったか、というくらいにしておかない

と、すごく大変な気がします。 
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（子育て課長） 

ありがとうございます。 

この会議の委員の皆様にまず評価をして頂くという形でやらせて頂ければと思 

  います。 

 

（委 員） 

大変なことは大変だと言ってください。その方がいいと思います。やると言った 

  のにどうしてやらないのですかと、言われてしまいます。 

 

（子ども部長） 

このままのＡ評価で、委員の皆さんから良いという声がない以上、このままホー 

  ムページに載せるわけにはいかないと思っています。 

   まず事業をしたという点ではいいのですが、実際コロナで目標の回数を達成して 

  いないものもありますので、今回は評価を抜いて、コロナにつき達成しなかった事 

  業があるという注意書きをさせていただいた上で、発表したらどうかと思っていま 

  す。 

 

（委 員） 

皆さん、今子ども部長さんから話がありましたけど、僅かこれだけの人数の中で 

  本当にいろいろな意見が出されてきているので、このまま出したら疑問に思う人が 

  たくさんいることが考えられます。そこは出た意見を率直に皆さんにお知らせ 

  して、たぶんコロナだから出来なかっただろうなというのはみんな感じると思い 

  ますので、是非それをこの次に生かして頂くことを考えながら、事務局に頑張って 

  もらうということでよろしいでしょうか。 

  ご苦労ですが、また改めてよろしくお願いします。 

 

＜他に意見等なし＞ 

 

（片所会長） 

   他に質問等がなければ、協議事項（３）中野市保育所整備計画（案）について事 

  務局から説明をお願いします。       

     

 （３）中野市保育所整備計画（案）について 

 

 （事務局）保育課長説明 

   中野市では、これまで進めて参りました中野市保育所整備計画が、この３月 31 

  日を持ちまして終了となります。 

   そんなことから、新たな保育所整備計画を作成するため、令和２年２月 29 日に 

  中野市保育所あり方検討懇話会というものを組織しまして、計７回の懇話会を開催 

  し議論いたしました。 

   懇話会では、保育園の視察ですとか、保護者に対するアンケート、また長野県立 

  大学健康発達学部子ども学科長の助言を頂くなどいたしまして、少子化それから未 

  満児保育の増加、就労形態の変化による保育ニーズの多様化、施設の老朽化などの 
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  課題がありまして、合理的な保育所運営や保育活動の充実といった観点からご意見 

  を頂きました。 

   ご意見を頂いた中で、２月３日に市長の方に中野市保育所あり方検討懇話会提言 

  書を提出して頂いたところです。 

   今後は頂いた提言を反映させながら、新たな中野市保育所整備計画の素案を作成 

  いたしまして、市民の皆様のご意見を頂く中で７月を目途に新しい保育所整備計画 

  を策定したいと思います。 

   本日は、２月３日に頂きました提言書の概要を説明させて頂き、ご意見を頂けれ 

  ば、素案の方にも反映させていきたいと考えています。 

   概要の説明につきましては、担当係長からご説明申し上げます。 

 

（保育課施設係長） 

   先程、保育課長が申し上げました、令和２年２月から中野市保育所あり方検討懇 

  話会ということで、識見のある方や保護者の方などにご参加頂きまして提言を頂い 

  ています。 

   提言書の内容につきましては、合理的な保育所運営、ニーズの変化に対応するも 

  のといったものについて、ご議論を頂きました。 

   提言の内容につきましては、資料「提言書の概要」によりご説明いたします。 

  資料は、一番下の方になります。３番のところに検討結果に基づく今後の方向性に 

  ついての提言ということで、⑴保育所の適正規模及び適正配置について、それから 

  ⑵として保育所への民間活力の導入について、⑶としてその他合理的な組織運営及 

  び保育サービスの充実に関する事項ということで、大きく３つに分けてご提言を頂 

  いています。 

   この中で⑴保育所の適正規模及び適正配置については、少人数化が著しいという 

  ことで、長丘保育園、永田保育園、豊井保育園については、小学校区ごとの統廃合 

  を進めるべきというご意見、それから⑵民間活力の導入につきましては、国からの 

  補助がもらえたりというようなメリットもある中で、保護者の皆様の情報不足もあ 

  るのではないかというご意見を頂戴しておりまして、保護者の皆様の理解を得る必 

  要があり、慎重に実施の検討をして欲しいというご意見でした。 

   ３つ目として、その他合理的なサービスでございます。３歳未満児保育、延長保 

  育、一時的保育、病児・病後児保育について、需要や利用のしやすさなどの充実を 

  図っていくべきであるということと、保育サービス充実と保育の質の向上といった 

  ものにつきましては、中野市全体で取り組むべきものであるから、私立保育所に対 

  しても必要な財政措置を講ずるべきであるというご意見を提言書の中で頂いてお 

  ります。 

次のページをご覧ください。グラフが書いてあります。１つ目に将来人口の推計 

  というもので、平成 27 年から令和 27 年までということで、西暦で言うと 2015 年 

  から 2045 年までの人口の減少といったものがあります。 

   青い棒グラフは、中野市の人口で、赤の折れ線グラフが少人数化にかかわるもの 

  です。０～４歳児の人口で、数については左右に数値がありますので参考にして頂

きたいのと思います。グラフ上に数字が記載してありますのでご覧頂ければと思い

ます。 

０～４歳児ですと、2015 年に 1791 人だったものが、2045 年には 900 人程になっ 
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  てしまうのではないかという推計が、国の推計として出ています。 

その下にありますのが、就学前児童数と保育所入所率の推移というものです。 

  昭和 61 年から 33 年にわたってグラフ化したものです。色分けをして０歳児から５

歳児まで、その中に折れ線グラフを入れさせて頂きまして、入所率となっておりま

す。 

   就学前児童ということで０から５歳児のお子さんの人数というものについては、 

  年々減少しているというのが実情ですが、それに対しまして入所率、就学前児童の 

  人数に対して保育所に入っているお子さんの数は、年々上昇しておりまして保育 

  の需要は上がってきているのが見て取れるグラフになっています。 

   もう一枚めくっていただいて、保育所へ入所した児童に対する３歳未満児の割合 

  を書かせていただきました。こちらは平成 19 年から書いてありますが、平成 19 

  年に 20％程だった３歳未満児の割合が、令和２年まできますと 29％で、10％近く 

  上がってきているのが見て取れます。 

   また、保育需要の増加と併せて、小さいお子さんを預かってもらいたいという需 

  要も増えているのがここから見て取れると思います。 

   続いて、保育所の児童数というものについて、表を付けさせて頂きました。 

   市内の 11 公立保育所、それから私立の保育所、そして今年度からスタートした 

  小規模保育事業所で、０～２歳児までお預かり頂ける保育所ですが、令和２年度の 

  ４月の入所実態、それから令和３年４月の予定数ということで、それぞれ保育所ご 

  とにあげさせて頂いています。 

   その中でも見て頂きたいと思うのが長丘保育園は、現在合計で 30 人ですが、来

年度は 20 人になってしまうところ、永田保育園も現在 25 人ですが、来年度 

  は 17 人なってしまいます。 

   黄色く塗られた部分につきましては、混合保育ということで、長丘保育園の１歳 

  児２歳児、４歳児５歳児が一つのクラスで、永田保育園は１歳児２歳児、そして３ 

  歳児４歳児が一つのクラスになっています。 

   一つの年齢、一つの年代に対して５人いないクラスが発生しているというのもご 

  ざいまして、集団保育、あるいは行事、運動会、いろいろなものが今後行われる中 

  で少し大変なのかなというのが考えられます。 

   最後に、一番後ろをご覧頂きますと、中野市公立保育所の概要ということで表を 

  付けさせて頂きました。 

   公立保育園 11 園の所在地、定員、建設年度等を書かせていただいてあります。 

   上のほうに平野保育園、松川保育園、高丘保育園と名前が出ています。こちらは 

  昭和 52 年、53 年、50 年と、昭和 50 年代に建てた建物を現在使っている状態です。 

   もちろん長丘保育園もございまして、こちらに至っては昭和 43 年ということで 

  こういった園舎を使って保育をやっている状況です。 

   老朽化もだいぶ進んでおりまして、こういった施設についても対策を施さなけれ 

  ばならない実情を書かせて頂いたものです。 

   先に頂いたご提言の中で、統廃合、民間活力の導入といったものを頂いたわけで 

  すが、こうした内容につきまして今後中野市保育所整備計画（案）として作ってい 

  きたいと思います。 

   この中で、先程申し上げました永田保育園、長丘保育園、豊井保育園の統廃合で 

  すとか、老朽化した保育園の対策を進めること、それから民営化をはじめとする民 
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  間活力導入といったものにつきまして、市民の皆様のご理解を頂きながら検討して 

  参りたいと思います。 

   民間活力の導入につきましては、施設の更新といったものが、財源として国から 

  支援を頂ける民間保育所がありますが、そういったところで施設の更新というもの 

  が適用できるのですが、それにこだわらずに民間活力というものを導入させて頂い 

  て、保育の事業を進められればと考えているところです。 

   もちろん公立保育所につきましても、ＩＣＴの導入とか、言われているものがあ 

  ります。 

   現在の入所に至ってもいろいろありますが、サービスの向上というのも含めて、 

  保育所整備計画（案）の中に入れさせて頂いて進めて参りたいと考えています。 

   説明は以上でございます。 

 

（片所会長） 

 ただいま、事務局から説明がありましたが、ご意見ご質問等ございましたら、挙 

手にてお願いします。        

 

（委 員） 

   私は、中野市保育所あり方検討懇話会の委員でした。提言しましたけど、いろい 

  ろな意見が出されました。 

   やはり民間委託と簡単に言われても、どこの保育園なのかと出てきたのが７回 

  あるうちの６回目でした。 

   それまでは民間導入だけで、最後の最後に出てきて、さあどうでしょうかと言わ 

  れても、みんながえーという感じになってしまいました。 

   それで民間委託はどうでしょうかとアンケートを取ったときに、民間がどういう 

  ものなのかわからない、公立がどういうものなのかもわからない、自分の行ってい 

  る保育園しかわからない、そういうところで、圧倒的多数の答えがわからないとい 

  うことでありました。 

   ですから、そういう意味では保護者の理解を得たり、地域に理解を得たりという 

  のが非常に大変なことだなと思いましたので、一言言わせていただきます。 

 

（保育課長） 

会長さんが言われたとおり、保育所あり方検討懇話会の中で、民間活力の導入に 

  つきましては、説明が足りないといいますか、メリット・デメリットが周知されて 

  いないとご指摘を受けましたので、今後保育所整備計画（案）の素案を作成いた 

  しまして、それからまた保護者の皆さん、それから市民の皆さんへと説明に入って 

  いきます。 

   その際に、メリット・デメリットについてお話をさせて頂く中で、もちろんパブ 

  リックコメントですとか、そういったものを使ってＰＲ、周知をさせていただきま 

  すので、そういった中でご理解を頂く中で、決定をさせて頂きたいと考えています 

  のでよろしくお願いいたします。 
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（委 員） 

こういうお話も聞きました。 

   説明会と言わないで、ご意見を聴く会にしてください。 

   説明会というのは、説明したつもりで説明してしまう。 

   そうではなくて、こういうのがあるけど皆さんどうですかと、聞く会にして欲し 

  いというお話もありました。 

 

（委 員） 

質問ですが、児童の数のデータがありますが、保育園の先生方の数とかは、年々 

  増えたり減ったりとか、そこの数はどのような状態でしょうか。 

 

（保育課長） 

基本的に正規職員につきましては、退職者補充ということで毎年採用させていた 

  だいておりますので、推移は横ばいになります。 

   会計年度任用職員といいまして、昔は臨時、嘱託と言っていたのが、今は会計年 

  度任用職員と言わせて頂いておりますが、これについては辞められる方も当然いま 

  すが、ここ数年はほぼ横ばいで推移しています。 

   一昨年、令和元年は未満児の需要が多くなったり、障がいをお持ちのお子さん、 

  加配を手厚くやっている関係で、待機児童を出してしまったというケースがござい 

  ます。 

   そういったことで、小規模保育事業所という最後のページの表面のところにあり 

  ます中野みらいく保育園とニチイキッズ中野保育園、こういった保育所定員 19 名 

  の保育所を運営頂いた関係で、待機児童は解消されたということになります。 

   今のところは、保育士も横ばいになっていますので、そのまま待機児童もなく、 

  何とか運営している状態であります。 

 

（委 員） 

定員がオーバーしていて入れない、定数に達していないけど、職員が間に合わな 

  いから入れられないという状況ですか。 

 

（保育課長） 

   基本的に現状は、今は入れていますので、待機児童を出した時につきましては、 

  職員数が足りなかったというのが一番の原因です。 

 

（子ども部長） 

   保育園の現状ですが、中野市が 19 市中、共働き率が高いです。トップ１・２を 

  取るくらいの勢いで皆さん働かれてるということもありまして、だいだい１年の育 

  児休暇を取りましてすぐに保育園に入りたいという家庭が昔より増えているとい 

  うことがありますので、そうすると小さい子をお預かりするには人数が少なくて保 

  育士が１人、４歳・５歳になりますと何十人に１人というような状態になりますが、 

そのような時代の中でといいますか、保育士がそちらの未満児の方に行ってしまう 

と、保育士が足りなくなってしまいます。中野市の現状、世の中の現状で働く方が 

少ないプラス、女性の就業率が上がっているというのもありますので、そういっ 
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たことをご説明したいと思いました。 

 

（委 員） 

この資料はどこかに出るのですか。 

うちの園は、幼保連携型の認定こども園で、今 178 人いて、来年度は 176 人で、 

  未満児は１歳児が今 17 人、２歳児が 24 人、来年度は１歳児が 12 人、2 歳児が 21 

  人というのもあるので、私たちはどこの分類に入るのかなと思います。 

   私立も入っているのなら、幼保連携型の認定こども園、うちも入れていただくべ 

  きではないかなというのが一つ。それと今そちらからご指摘があったように、保育 

  士というのは、仕事量に対して、責任に対して給与が安いというのが一番だと思い 

  ます。それで今処遇改善がされています。 

   私立は、かなり処遇が上がっているので人が集まってきます。非常に手厚く 12 

  人に４人とか、先生３～４人ついてたりしています。 

   市の場合は、公立でほかの部署もあるので、保育士だけを上げるわけにはいか 

  ないということもあって、なかなか集まらないということもあると思います。 

   だから、その０・１歳の需要が高いのに、すごく責任があって、育てるべきもの 

  もたくさんあって、かつ安全リスクが高いのに給与が安いというところを改善しな 

  ければ、いつまで経っても待機児童はなくならなくて、結局株式会社組織のところ 

  にお願いせざるを得ない状況になります。 

   去年も、そこのところに人だけいて、預ければいいのではなくて、大事なところ 

  をどうやって、育てていければというのをお願いしました。 

   公立や私立でいろいろな不祥事があっても、なんとなく安心するのですが、株式 

  会社組織のところが、保育事業に参入してくるというのは、入れてくれるところが 

  あると嬉しいな、ありがたいなだけで済ましてもらっては困るなと、非常に強く感 

  じます。 

 

（保育課長補佐） 

  ご意見ありがとうございます。 

  今のご意見の回答ですが、まず表の数字のほうに幼保連携型のマリア幼稚園が該 

 当してるかというご意見いただきました。 

   平成 27 年から新制度が始まって、幼保連携型の認定保育園ということでマリア 

  幼稚園が認定されていますので、こちらの方の数字を入れるかどうか、数字を入れ 

  るとすれば、新制度移行後からという形になるかもしれませんが、またこちらの 

  方で検討させて頂きたいと思います。 

   あくまで今日の資料は保育所のくくりで、公立と私立、小規模も未満児だけとい

うことで保育所の仲間に入れさせていただきました。 

   また、いずれにしても整備計画の方にもこういった表が出てきますので、その際 

  は検討したいと思います。 

職員の処遇の関係ですが、公立につきましてはどうしても公務員というのもあり 

  まして、公務員の給与体系に準じて給料が決まってきます。 

   ただ公務員ですと、定期昇給が必ずありますので、資格が少し低くても定年まで 

  勤めて頂ければ、ある程度の収入にはなるかなと思っています。 

   一番困っているのは、私立の保育園かなと思っております。 
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   そちらの方も、私立の保育園と情報交換するなかで、処遇改善も検討していきた 

  いと思っています。 

   保育士というのは、低賃金で重労働というようなところと言われているのですが、 

  それでも子どもが好きで保育士になりたいという考えの方は大勢いますので、そう 

  いった皆さんが、夢をもって就職できるように、環境につきましては今後も市の方 

  と私立で連携しながら改善に努めていきたいと思います。 

 

（委 員） 

先程の未満児の子どもの件とずれてしまうかもしれませんが、もしわかったら教 

  えて欲しいのですが、中野市の育児休暇、男性の育児休暇の取得率はどうですか。 

   一般企業も、企業の協力がないとなかなか理解が難しいとは思いますが、市役所 

  自体としては、結構男性も積極的に取得しているような、そういったアピールも大 

  事かなと思いました。 

 

（子ども部長） 

   市の男性職員の育児休暇ということでありますけど、私どもの担当ではありませ 

  んが、見た中では少ないと思います。取っている職員は圧倒的に女性が多いです。 

   男性は働いている方が多いと、時代というのもありますけども、やはり男性の育 

  児参加は市の職員が率先してやらなくてはいけないはずなのに、まだまだできて 

  いません。 

 

（委 員） 

全国でも大きな話題になっています。でもまだなかなかいかない。重要な職務に

いるからなのか、女性も重要な職務にいます。 

   提言書の概要の２枚目に数字がありますが、子どもは減ってきている。だけど必 

  要な保育園、幼稚園、認定こども園が必要だという人は増えています。 

   ここのところを重要に考えていかないと、ただ子どもが減るから、小規模で一緒 

  にしてしまうと、なかなか難しいと思います。 

   今回は７月で切りましたが、その後の人たちはまだ申し込みしていません。みん 

  な困っています。保護者も困っているし、私立も先が見えなくて困っています。 

   待機児童というのは、申込書をもらった人、提出した人でないと待機児童に入ら 

  ない。だから７月までしかやらないと言って、後の人の申込書をもらわないのは、 

  それは待機児童とは言わないと思います。 

   

（保育課長補佐） 

今回待機児童を出さないために、７月までの入所希望を取りまとめた訳ではなく 

  て、待機児童の調査は国の方では、年２回４月と 10 月というふうになっています。 

   当然、まず優先されるのは４月１日に必要な入所を希望されている人なので、 

  そちらの方を優先的に調整させて頂いたということになっています。 

   確かに、これから中途入所の方の申し込みが始まりますが、もうご相談はかなり

きていまして、今時点で空きのある保育園を調整しながら、順次申し込みに合わせ

て調整していきます。 

   待機児童が出ないように、市の方も努力していきますのでよろしくお願いします。 
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（委 員） 

少し厳しいことを言いましたが、そのくらい保護者は困っているというのは事実 

  です。育児休業をあける人が自分は入れるのか、書類を受け取ってもらえるのかと 

  いうところで、悩んでいる人がたくさんいますので考えて欲しいと思います。 

 

（保育課長補佐） 

育児休業あけの方については、特に配慮して調整して参ります。 

 

（委 員） 

一般的な方の立場から一言ですが、資料のページ 10・11 を見させていただくと、  

人口減少の一方で、世帯数は増加傾向にあり、核家族の傾向がみられると資料の中

で説明されていて、中野市の働く就労率というのが全国的にも先程子ども部長が言

っていたように、図で表されている。 

   人口が減っているけども、核家族で働きたい親が増えている。これを見ると今後 

  もこのようなことが続くのではないかなと思います。 

   ３年くらい前に、待機児童ということで、おばあちゃんになるので孫もみないと 

  いけないということで、仕事を一旦休んだりした。やはり苦労などもありました。 

  何であんな立派な保育園が出来ているのに、入れないのかなというのが素朴な疑問

でした。 

   今のお話をお聞きすると、保育士さんの数がそれに見合わないくらい核家族が増 

  えていて、入りたいという人が増えているという素朴な意見で、全然内容も知らな 

  くて、今やっとわかりました。 

   これから核家族が減るということはないのかなと思います。 

  おばあちゃんとしても、まだ働ける機会はもう少しある。若い人が働くために、 

  自分が辞めるのもそれも道だと思うのですが、そういう人は少なからずいると思い 

  ます。 

   今度の市長さんも子どもの関係に対しては、温かく力を注いでくださるようなの 

  で、周りも待機児童が増えることのないようにしてもらえれば、おばあちゃんの方 

  からするととても助かるなと話を聞いてそういう気持ちでした。 

  素朴な一般的な意見でした。 

 

（保育課長） 

大変貴重なご意見いただきまして、ありがとうございました。 

先程申し上げたところですが、整備計画の素案を作成し、市民の皆さんのご意見 

  を伺っていく中で、最終的に整備計画は７月を目途にというお話でしたが、もう 

  一度出来た段階で、子ども・子育て会議の皆さんのご意見をまた頂戴したいと考え 

  ていますので、ご承知おき頂ければと思います。 

 

（委 員） 

率直なご意見ありがとうございます。 

   私もおばあちゃんですので、孫の子守をしてきました。大変でした。今のおばあ

ちゃんは、ほとんど勤めています。手伝えない。年休を取ったりしていましたが、

そういう意味ではあばあちゃんといえども大変なんです。是非考えてください。 
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   少し前の私たちが子育てしていたころは、おばあちゃんがお家にいて、お家のこ 

  とをやってくれているというイメージでしたが、今のおばあちゃんは、勤めていま 

  す。是非それを考えて頂いた方が良いです。 

 

 他に意見等なし 

 

（片所会長） 

   他に質問等がなければ、協議事項（４）新規で取り組む子育て支援事業について 

  事務局から説明をお願いします。       

     

 （４）新規で取り組む子育て支援事業について 

 

（事務局）子育て課長説明 

来年度、新規で取り組む子育て支援事業ですが、子育て支援の推進ということで 

  子育て拠点施設整備事業を進めて参りたいと考えています。 

   子育て環境の充実を図るため、新たに子育て拠点施設の整備を進めます。 

   場所につきましては、旧長丘小学校を活用して参りたいということであります。 

   閉校５小学校の利活用方針というものが、市の方で示しまして、旧長丘小学校 

  につきましては、活用用途といたしまして「子育て応援モール」として整備して参 

  りたいと考えています。 

   校舎につきましては、子育て支援施設と北部子育て支援センターの移転を進めて 

  参りたいと思います。 

   北部子育て支援センターですが、現在越地区にあります。 

  建設が昭和 46 年ということで、大変老朽化している施設であります。 

  第３次中野市行政改革集中改革プランというのがございまして、その中で公共施 

  設の適正化を図っていくという目標があります。 

   その中で、北部子育て支援センターの移転も掲げられております。 

   併せまして、中野市公共施設最適化計画というものがございます。 

  子育て支援施設の基本的方針につきましては、幼児・児童施設については、既存 

  の施設を活用した複合化等、私有の建物を利用することを原則とすることになって 

  おりまして、このことを踏まえまして、北部子育て支援センターにつきましては、 

  旧長丘小学校に移転して参りたいということであります。 

   来年度、進めてまいります子育て拠点施設整備事業の概要でございますが、こち 

  らにつきましては、市の子育て部門を始め、「子育て応援モール」ということでご 

  ざいますので、農政部門、都市計画部門とか、市の横断的なプロジェクトチームを 

  作りまして、その中で校舎の教室をどういった機能を、そこに配置していけばいい 

  かということを検討して参りたいと思っています。 

   旧長丘小学校につきましては、北部子育て支援センターの移転と併せまして、室 

  内の大型遊具を配置したスペースや季節や天候に関わりなく親子の皆さんで遊べ 

  る施設や、そこへ行って子育て世代の皆様の憩いの場として、くつろげるような 

  場所だとか、健康増進につながるようなもの、それからそこでちょっとした仕事が 

  できるようなワークスペースなども設置していけたらなということで考えていま 

  す。 
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   スケジュールですが、来年度につきましてはコンサルタントの委託業務を行う予 

  定です。 

   令和４年度に施設設計業務委託を行いまして、令和５年度に施設整備を進めてま 

  いりたい予定ですので、このような流れで取り組んで参りたいと思います。 

   続きまして、もう一点お手元には資料がないのですが、市では子育て用品給付事 

  業というものを今実施しております。 

   こちらにつきましては、２歳未満の乳幼児のいる家庭に 10 リットル指定ゴミ袋 

  を月当たり５枚給付しています。 

   来年度は、この給付事業の拡充を図って参りたいということで、指定ゴミ袋＋育 

  児用品４品目を給付して参りたいと考えています。 

   育児用品４品目につきましては、今こちらで考えているのが、オムツ、ミルク、 

  おしりふき、消毒液です。 

   対象となる乳幼児につきましては、令和３年４月１日以降に出生したお子様、ま 

  た転入した方につきましても、令和３年４月１日以降に出生の方を対象として参り 

  たいと考えています。 

   支給の４点ですが、給付券で申請者の方にお渡しするのですが、5,000 円の給付 

  券ということでお渡しいたします。 

   給付券の利用につきましては、市内の育児用品を扱っている登録店舗がございま 

  すので、そちらの店舗の募集を行いまして、申請頂いた店舗で 5,000 円分の育児用 

  品がお選びいただける仕組みにして参りたいと考えています。 

   説明は以上でございます。 

 

 （片所会長） 

   ただいまの事務局から説明について、ご質問等ございましたら、挙手にてお願い 

  します。 

 

 （委 員） 

「子育て応援モール」というのは、小学生は利用できないのですか。 

 

（子育て課長） 

   小学生もご利用していただいて大丈夫です。 

 

 （委 員） 

   ということは、北部子育て支援センターと一緒になっている施設を、小学生も利 

  用していいということでしょうか。 

 

（子育て課長） 

中に色々な機能を盛り込みたいと考えておりまして、まだ検討はこれからですが、 

  ミニ図書館、親子で食事ができるカフェみたいなものを中に取り込んでいけたらい 

  いなと考えております。 

 

 （委 員） 

わかりました。ありがとうございます。 
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（委 員） 

開設日とかはどういうふうになっていますか。何曜日から何曜日とか。 

 

（子育て課長） 

まだ具体的には、そこまでは検討していないので今後の課題です。 

 

 （委 員） 

先程、働いてるお母さんや核家族がすごく多いというなかで、平日にそういうも 

  のをやったとしても来れるかどうかということもちまたでは話をされている。 

   いつ開設するのか、何曜日から何曜日とか、日曜日はやるのかなど含めて考えて 

  欲しいです。 

   そうしないと、利用したくても利用できないという人が出てきてしまうのかなと 

  思います。 

 

（子育て課長） 

   利用につきましては、皆様が利用できるように、またこちらで検討して参りた 

  いと思います。 

   日曜日も含めまして、お子様と楽しく過ごせる場所を目指して参りたいと思い 

  ます。 

 

（委 員）   

よろしくお願いします。 

私、主任児童委員をやっている関係で、いろいろな地域に行くのですが、例えば 

  柳沢とか田上のお母さんが、北部子育て支援センターまで行けないと言っているの 

  に、長丘まで行くのかしらという意見も出ましたので、そういうことも含めて考え 

  て頂くと、アピールの仕方が変わるのではないかと思います。 

 

（子育て課長） 

今、北部子育て支援センターのご利用の皆様ですが、地元の方も多いのですが、 

  中には平岡、平野や中野地区からもお越し頂いてる方もいます 

   そういった現状を踏まえまして考えていきたいと思います。 

 

（委 員） 

子育て用品の 5,000 円は、毎月もらえるのですか。 

 

（子育て課長） 

対象が２歳未満の乳幼児のいるご家庭ということで、１回の支給です。 

 

 （委 員） 

本当に今、核家族が多くて、お母さんが小さい赤ちゃんでいっぱいいっぱいにな 

  ってるというのが多くて、実は私の娘も孫を産んだ時に、少しうつっぽくなりまし 

  た。 

   今は 45 歳くらいになっていますけど、孫は高校３年生になります。 
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   その子が生まれた時にそういう状態でした。それで、私は娘にパジャマ脱ぎなさ

いと言って、イオンに行って服を買おうと言ったり、外へ出ようと言ってやってき

ました。 

   そういうお母さんたちを本当に大事にする、そういう遊びも大事ですが、お食 

  事するのも大事ですが、暗くなっているお母さんが明るくなっていく顔を見れるよ 

  うなセンターに、是非なっていって欲しいと思います。 

 

（子ども部長） 

ありがとうございます。 

   実は、この３月議会でも議員の皆さんが、非常にこの旧長丘小学校につくる「子 

  育て応援モール」に興味を示してくださいまして、コンセプトとすると、いつも市 

  民からのアンケートの中に、休日でも雨でも遊べるところが、中野市にはないとい 

  うことで、皆さん小布施へ行ってしまう。 

   例えば、長野市の「もんぜんぷら座」に行ってしまうとか、みんな市外に行かれ 

  てしまうという意見を、前から頂戴していまして、何とかならないかということで、 

  私どもは考えていたのですが、旧長丘小学校が一番新しいということと、市で使っ 

  ていいというＯＫが出ましたので、是非そこのところにお父さんお母さんも含めて、 

  おじいちゃんおばあちゃんもそこに行って頂ければ、過ごせるような場所＋お仕事 

  ができるような環境、Ｗｉ－Ｆｉであったり、プラス託児もできれば一番いいのか 

  なと、夢は膨らむばかりですが、是非皆さんに使って頂けるような施設を考えてい 

  きたいと思います。 

 

（委 員） 

僕自身も、子どもがまだ小さいのですが、中野市は雨が降ると本当に行く場所が 

  なくて、イオンのキッズスペースとかでわいわいして、あそこは子ども大好きです 

  そこに勝てる、子どもが食いつくような仕掛けというのを考えて頂いて、お父さん

たちの意見とかを是非取り入れて欲しいです。 

 

（委 員） 

ありがとうございます。 

これからですね。こうしたい、ああしたいというのは。 

だから、みんな遠慮しないでどんどん言ってもらっていいと思います。 

そうすれば、それが取り入れてもらえるかどうかはわかりませんが、参考にはし 

  て頂けると思うので、皆さんどんどん発言して頂きたいなと思います。 

 

（委 員） 

希望ですが、雨が降った日私も小布施の「エンゼルランドセンター」によく行 

  きます。夏は水遊びができるプールがあるので、親も一緒に入ります。 

   可能であれば、プールで水遊びが出来たら気持ちいいですし、そういうのがあっ 

  たらいいなと思います。 

 

（委 員） 

子どもは、水遊びはもちろん好きですが、ただ場を提供するのも必要ですが、そ 
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  こにどういうふうに親子で遊べるか、結局子どもと遊ぶって、どうやって遊ぶのと 

  いうのもあって、子どもが遊具で遊んでいるのを見守っているだけではない気がす 

  るので、支援センターを併設するということで、子どもとのふれあい遊びみたいな 

  のをどんなふうにしたらいいかと考えてはくれているとは思いますが、水遊びだけ 

  ではなくて遊び方を教えていって頂ければと思います。 

 

（委 員） 

やはり、支援センターは子育てをどうするかという場だと思いますので、関わる 

  職員がすごく大切になると思います。 

   どうしようもないというお母さんが、来る回数ごとに顔色が変わってくるとか、 

  目の輝きが変わってくるという広場であって欲しいと思いますので、場の提供だけ 

  ではないというのは、本当にその通りですので、是非そういうようなことを、どん 

  どん皆さんに声を出して頂きたいと心から思います。 

   皆さんそれぞれのところで、こういう経験をしたとか、こういうことをしている 

  とか、是非言っていただいてこれから良くなっていくようにみんなで盛り上げてい 

  きたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

（委 員） 

最後に水を差すようで申し訳ないのですが、今夢がどんどん広がると言って、い 

  ろいろな希望が出ていると思うのですが、コンセプトとして休日でも雨でも遊べる 

  場所ということはとても大事なことだと思うのですが、小学生もいいですよと言 

  ったところが少し心配なところでもあります。私の園では０、１、２歳のところに 

  ボールプールがあるのですが、年長さんが遊んだら大変なことになりました。 

 遊び場をどういう子どもたちが、誰と、安全ということについて、誰が責任を持 

つのかというところを一番にやってもらわないと、事故があった時、親が少し目を 

離した隙に何かあって、そこの職員さんが責任を取るとか、大きい子たちに何かさ 

れたとかが、無いようにしてもらいたいなと思いました。 

 

（子育て課長） 

そうですね。屋内遊具の整備につきましては、年齢で使用の制限をかけるなど、 

そういった方法で対処してもらいたいと考えております。 

 

（委 員） 

年齢でわけると、うちは結構年齢が上の子と下の子で離れているので、上の子は 

  遊べても下の子は遊べないとか、逆もありえたりして、親は一人しかいないのに、 

  こっちのスペースは下の子、こっちのスペースは上の子になるとどっちも見れませ 

  ん。 

   それについて困るので、あまり分けてほしくはないというのが、年の離れた親と 

  してはあります。 

   小さい子がいたら、小さい子にぶつかるから気を付けて遊びなさいと親としては 

  言いますけど、100％見ていられるかというとそうではないので、年齢で分けるか 

  もしれませんが、年齢で分かれたら小布施の「エンゼルランドセンター」も、年齢 

  で分けて使えるおもちゃがありますが、やはり下の子が遊んでると上の子も自分も 
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  それで遊びたいだとか、逆もあり親としてはそれダメだよとかで、めんどくさい 

  ことになるので、結局行かなかったりして、施設がせっかくできたのに行かないと 

  意味がないので年齢で分けられても困りますが、どうされますか。 

 

（子ども部長） 

もともとは小学校なので、構造上壁がぶち抜ければワンフロアで見れる範囲で、 

  年齢毎にあれば一番いいのかもしれないですが、その構造が難しいとなってくると 

  やはり一階のこの部屋はこういうものをおいて、何歳くらいのお子さんが遊べると 

  いうようになってしまうかもしれないのですが、なるべく広いスペースがあるとこ 

  ろは、何でもできるようにしたいと思っています。 

 

 （委 員） 

本当にいろいろな親子がいるから、いろいろ聞く方も大変だと思いますが、これ 

  から本当に利用して頂けるようなものにしていくためにも、是非検討をよろしくお 

  願いします。 

 

（委 員） 

質問ですが、今は「りんごっこ」と「うさぎっこ」もやっていると思うのですが、 

  その施設は継続されるという形でいいのでしょうか。 

 

（子育て課長） 

今のところ継続で運営して参りたいと考えております。 

 

（委 員） 

ありがとうございます。 

「子育て応援モール」はもちろん華やかで魅力的ですが、私も子どもを育てる身 

  として、中野市にそういったところができるのはありがたいと思う反面、そこだけ 

  盛り上がってしまって、わいわい皆さん行かれると思います。 

   貴重なところなので、すごく賑やかな場所になるのかなと思いますが、やはり一 

  定数、いろいろな保護者がいますので、そういうところを苦手とされている方も、 

  もちろんいると思います。私なんかもよく「うさぎっこ」だったり、「さくらん 

  ぼ」を利用させてもらいましたが、やはり初めて入る時に躊躇してしまったりとか、 

  やはりママさんたちの輪というのは、結構圧もあったりするものなのでグループ 

  ができてしまったり、そこはどうしても仕方ないというか、いろいろなところで起 

  こるとは思うのですが、やはりそういうところが苦手だったりとかそういう方た 

  ちもいるので、そこだけ盛り上がってしまって、「りんごっこ」とかに人が行かな 

  くなってしまってゆくゆく閉所という形になるのも、ちょっと考え物かなと思い 

  ます。 

   できればそこばかり力を注ぐのではなく、前から頑張って頂いているところも少 

  し目を向けて頂きたいなと、無くなってしまうと困る方ももちろん中にはいると思 

  うので、考えて頂きたいなと思いますので、よろしくお願いします。 
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 他に意見等なし 

 

（片所会長） 

  他に質問等がなければ、協議事項（５）のその他に入ります。 

  事務局からお願いします。 

 

 （５）その他 

 

（子育て課長） 

事務局からは特にございません。 

 

（片所会長） 

   無いようですので、協議事項は以上となります。 

皆様のご協力により、議事を円滑に進めることができました。 

ありがとうございました。       

     

（ 進行役、課長に交代 ） 

 

（子育て課長） 

   片所会長様、ありがとうございました。 

   それでは、会議次第４のその他ですが、事務局からは特にございません。 

           

  全体を通じて、委員の皆様から何かございますでしょうか。   

       

  なし 

          

５ 閉  会 

（子育て課長） 

   ないようですので、以上をもちまして、子ども・子育て会議を閉会といたします。 

   ありがとうございました。お気をつけてお帰り下さい。   

         


